
機能化学品セグメント

化粧品、洗剤 潤滑油 樹脂・ゴム

目指す3分野での取り組み

ライフ・ヘルスケア分野では、引き続き化粧品原料とODM製品
の両輪でサイクルを回し、好循環を生み出しています。環境・エネ
ルギー分野では、異音防止剤（機能性添加剤）の採用が拡大して
います。外部音だけでなく車内の部品の擦れによる軋み音を低減
できる製品が好調です。電子・情報分野では、積層セラミックコン
デンサの微粒子分散剤をはじめとする用途拡大を図っています。
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2025中計の期間に油化事

業部と化成事業部を統合しま

した。これら２部門のシナジー

により、当社が目指す３分野す

べてに対し、幅広い素材と技術

によるソリューション提案型の

営業体制を構築することがで

きました。化粧品原料や環境

対応型製品、高機能電子材料

などの新規・成長分野では、さ

らなる拡大を目指し、2028中

計において資源を重点的に配

分します。また、インドやアジ

アなど、海外の成長市場の開

拓にも取り組みます。

常務執行役員
機能材料事業部長

片岡 智

機能材料事業

2025中計では、水系防錆

剤による低温焼付型製品の開

発を進め、お客さまの製造工

程における電力や燃料の使用

量低減に一定の成果を得るこ

とができました。脱炭素の流

れが加速するなか、今後は特に

再生可能エネルギー市場にお

いて要求性能や採用条件を的

確に捉え、提案力を高めること

が課題です。また、インドをは

じめとするグローバルでの営業

活動の強化を進めており、サプ

ライチェーンの多様化にもつな

がっています。

執行役員
防錆部門長

鶴岡 邦昭

防錆事業

2025中計では新型コロナワ

クチン用途で売上が減少した一

方で、事業部統合やLS愛知工

場の新設により、将来の需要

増加に対する準備を進めまし

た。2028中計後半以降は、特

定顧客の医薬品の需要回復や

新たな臨床用および上市用とし

て、活性化PEGの売上が増加

する見込みです。中長期的には、

タンパク質・ペプチド医薬市場

と同程度である年平均10%程

度の成長を目指します。再生医

療素材では、社外組織との共

同研究にも取り組んでいます。

執行役員
ライフサイエンス事業部長

山本 裕二

ライフサイエンス事業

2025中計において、食品機

能材分野で価格改定を進めた

ほか、健康関連製品では、新規

加工技術を活かした提案によっ

て事業拡大に着実な成果を挙

げました。2028中計では、食

品機能材分野の競争力をさら

に高めることが課題です。単な

る原料としての油脂から機能を

有する製品へと資源をシフトす

るとともに、パン・菓子から加

工食品へと事業領域を拡大し

ます。健康関連製品では、外部

環境の変化に対応しながら、技

術開発や市場開拓を進めます。

取締役 常務執行役員
機能食品事業部長

斉藤 学

機能食品事業

2025中計では防衛分野が

牽引し、増収増益を実現。特に

2025年度は関係会社も含め、

すべての予算値を達成しまし

た。一方で、産業用爆薬分野で

は国内工事案件の低迷、宇宙

分野では基幹ロケットの打ち上

げ失敗があり、大きな進展には

及びませんでした。2028中計

では、産業用爆薬分野で開発

を進めている無線電子雷管「ウ

インデット®Ⅱ」の早期上市を

目指すとともに、宇宙分野では

各基幹ロケットの早期打ち上げ

再開に向けた対応を進めます。

常務執行役員
化薬事業部長

鳴海 一仁

化薬事業

事業別戦略 ｜ 事業部長メッセージ

主な用途

事業の強み 事業の見通し（リスク・機会）

既存事業の再構築
脂肪酸や脂肪酸誘導体、有機過酸化物、石油化学品、機能性ポリマーといった既存分
野での効率向上・生産の最適化を進めます。既存分野の構造改革によって盤石な事業
基盤を改めて構築するとともに、新規・成長市場へと経営資源を集中させることで、社
会や顧客の課題解決に貢献する高付加価値製品の拡大を目指します。

海外成長市場での拡販
新興国での新規需要創出を捉え、事業拡大を目指しています。2026年にはインド法
人を設立し、業容拡大への体制を整えました。化粧品原料や電子・情報材料では、その
他のアジア地域への営業活動も推進します。特に化粧品原料は、欧米の多国籍企業が
新興国での展開を加速しています。日油も積極的な設備投資を行い、競争力を高めます。

新規分野の開拓と事業領域の拡大
「ライフ・ヘルスケア」「環境・エネルギー」「電子・情報」の３分野において、それぞれ
の成長分野（メイク用原料、環境対応油剤・添加剤、半導体等高機能電子材料用素材）
で事業拡大を目指します。また、現在は大きく事業展開していない先端分野にも、独自
技術と幅広い営業分野を活用して参入を図っていきます。

● 技術革新による既存市場の縮小
● 法規制の厳格化による既存市場の縮小
● 地政学的リスクに伴う市場変化
● 新興国の成長による市場の拡大
● 先端技術の拡大によるビジネスチャンス
● 法規制拡大による環境対応需要の増加

● 脂肪酸誘導体を中心に多様な業界をカバー
● 化粧品原料では国内トップクラスの品揃え
● 電子部品の小型化にも高度な技術で対応
● 樹脂メーカーと共同で高機能製品を開発
● 合成・精製・配合などの確かな技術力
● 海外比率を高め、グローバル展開を推進

油脂を原料とする誘導体を基幹製品とする油化事業と、石油化学品を基幹製品とする

化成事業が統合した事業部です。幅広い素材と技術で多様な業界に貢献します。

機能材料事業
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